


どうやって
するの？

誰が
するの？

何のために
するの？

いろいろな車があるけれど、

車を“使い終わったあと”のこと

みんなは知っているかな？

　のリサイクルって
なんだろう

くるま

くるま

くるま つか

なん だれ

し

お



車のほとんどをリサイクル!
くるま

車を買うとき、
リサイクル料金を
支払います。

天然資源の使用を少なくしたり、
リサイクルのしやすさを意識した
車がつくられています。

引取
業者

くるま

なが

金属類は原材料にもどし
てさまざまな製品に使わ
れます。残ったシュレッ
ダーダスト（プラスチック
やゴムなど）は、ユーザー
が支払ったリサイクル料金
を使ってさらに原材料にも
どしたり、熱源として再利
用されます。

ユーザーは愛車を長く大切
に乗るために整備したり、
中古車として乗り継ぎます。
修理のときは、リサイクル
部品を使うようにします。

ユーザーは使わなくなった車を引
き取り事業者に引きわたします。

まだ使える部品は、
取りはずして中古部品として
流通されます。

ユーザーが支払ったリサイクル料金を使っ
て、フロン類は回収して無害化されエア
バッグ類は取りはずして処理されます。

残った車体などは
シュレッダー機で
破砕します。
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自動車
リサイクル博士

車のリサイクルは
こうして行われているんだね！
リサイクルについて
もっと詳しく図の中の現場を
博士と一緒に勉強しよう
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解体事業者編

破砕事業者編

販売事業者編

整備事業者編

オークション会場編

製造事業者編



資源を大切にし地球環境を守る車のリサイクル

　車のリサイクルは、自動車をつくる人、売る人、部
品や資源を再利用できるようにする人、フロンガス
やエアバッグなどを適正に処理する人など、みんな
の取り組みによって、資源を有効利用する循環型社
会を目指しています。

　ユーザーは車を買うときにリサイクル料金を支払っ
たり、使い終わった車を販売店などの事業者に引き渡
すことによって、車のリサイクルを支えています。
　また、車をなるべく長く使用するように努めること
や、車を買うときにリサイクルしやすい車を選んだ
り、車を修理するときにリサイクル部品を使うなどに
よって、ゴミを減らすことや資源の有効利用を促進
することも大切です。

　日本では、年間300万台もの車が使用済みになっていますが、車に使用される鉄や銅
などの天然資源には限りがあり、再び資源として大切に使う必要があります。
　また、リサイクルしたあとに残る、プラスチックやゴムなどのクズ（シュレッダーダスト）
を埋め立てる場所もなくなってきています。
　さらに、カーエアコンに使われるフロンガスを正しく処理しないと地球温暖化にもつな
がります。こうしたさまざまな問題に対応するために2005年に自動車リサイクルシステ
ムの運用が開始され、車にかかわる人たちの努力や工夫によってそのほとんどがリサイ
クルされています。

リサイクルシステムの運用開始前は、
使い終わった車の不法投棄なども見られました。

出典：政府審議会資料よりJARC作成

自動車ユーザーの大切な役割

循環型社会をみんなの力で
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Co-Creation

■ さまざまな人たちが支えているリサイクルの流れ

引き取り事業者
（販売店・整備店など）
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車
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中古車販売事業者

新車販売事業者

部品
リサイクル

素材
リサイクル

埋立て等

再使用部品
（エンジン、ボディー部品、
電装品等）

再資源化部品
（エンジン、触媒、
非鉄金属、タイヤ等）

自動車殻
（エンジンやタイヤ等を
取り外した外枠状態）

クルマ1台の1％程度

自動車ユーザー

破砕事業者

自動車メーカー
輸入事業者

フロン類
回収事業者
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みんなで力を合わせるリサイクルは、

世界から「ジャパンモデル」として注目されています。
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わくわく教室リサイクル博士の

自動車リサイクルタウンへ行ってみよう！！

１台の車がつくられ、大切に乗りつがれて、やがて使用済みと
なり、リサイクルされるまでには、さまざまな人がかかわり、そ
れぞれの役割をしっかり果たしています。それでは、自動車リ
サイクル博士と一緒に車のリサイクルの現場をたずね、地球環
境や限りある資源を守る取り組みを学んでいきましょう。
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解体事業者編

破砕事業者編

使用済みの車を大追跡！第1部
だい ぶ

みんなが協力！車のリサイクル第2部
だい ぶ

販売事業者編

整備事業者編

オークション会場編

製造事業者編

進め！
未来の地球のために！
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ま
た
、素
材
ご
と
に
異
な
る
比
重（
重
さ
の

違
い
）と
い
う
も
の
を
利
用
し
た
重
液
選
別

機
も
当
社
の
特
徴
で
す
」と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。ほ
か
に
も
、金
属
探
知
機
で
素
材
を

見
分
け
て
風
で
飛
ば
す
セ
ン
サ
ー
選
別
や

カ
メ
ラ
で
色
を
判
断
し
て
ス
テ
ン
レ
ス
、銅

の
ラ
イ
ン
に
分
け
る
カ
ラ
ー
選

別
な
ど
も
行
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
で
細
か
く
砕
か
れ
た
金
属

資
源
等
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
の
性
質
を
利

用
し
て
分
別
さ
れ
ま
す
。安
東
社
長
は
、「素

材
で
最
も
多
い
鉄
は
磁
石
を
使
っ
た
磁
選

機
で
分
別
し
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
も
磁
力
を
帯

び
さ
せ
て
ア
ル
ミ
選
別
機
で
分
別
し
ま
す
。

　
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
博
士
が
車
の
リ
サ
イ

ク
ル
現
場
を
た
ず
ね
る
第
２
回
は「
破
砕
事
業

者
編
」で
す
。解
体
工
場
で
フ
ロ
ン
ガ
ス
や
エ
ア

バッ
グ
が
処
理
さ
れ
、ま
だ
使
え
る
部
品
が
取

り
は
ず
さ
れ
た
使
用
済
み
の
車
は
、破
砕
工
場

に
運
ば
れ
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
で
細
か
く
砕
か
れ
た
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と
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属
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の
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と
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収
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ル
ミ
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ど
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資

源
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も
ど
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れ
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。で
は
、実
際
に
は
ど
ん

な
ふ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。博
士

と一
緒
に
青
森
県
の「
青
南
商
事
」の
取
り
組

み
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

クイズのこたえ　  ×。残りのプラスチックなども、ほとんどが原材料にもどされたり熱源としてリサイクルされたりしているよ。

破砕事業者編2
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回収された金属資源等の山。青森工場では鉄だけでも
多いときは月に9000㌧くらい回収されます

機械や人の手で
素材ごとに

分けられるよ

う

し

げ
ん

は         さい         じ　　  ぎょう　　しゃ

社名：青南商事
住所：本社（青森県弘前市）
　　青森工場（青森県青森市）

おたずねした会社

自動車リサイクルを中心に、金属やプラスチックなど
幅広いリサイクル事業を行っています

ホームページ：ht tp://www.seinan -group.co.jp/

青南商事
安東元吉社長

リサイクルクイズ

○か×か？

使用済みの車から
鉄や銅、アルミニウムなどを
回収した残りはすべて
埋め立て処理される。
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使用済みの車も、金属資源等を素
材ごとに分別・回収することで、品
質の高い資源へと生まれかわるん
だ。それをささえているのが、機械
や人の目による正確な分別・回収
なんだね。今回たずねた青南商事
では、東北の5県に破砕工場を持
ち、年間20万台以上もの使用済み
の車を資源に変えているよ。

分別・回収で資源に
新たな命を！

博士のまとめ博士のまとめ

　
解
体
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さ
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械
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２
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。

　
こ
う
し
て
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ッ
ト
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れ
た
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は
、次
に

ステップ１ 細かく砕く「破砕」細かく砕く「破砕」
車体のかたまりを
どんどん細かく

するんだ

こま くだ は さい

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
で
粉
々
に

青森工場は、
重さにして１時間に約40～50㌧破砕処理
できます。また、メインシュレッダーでは、
細かく砕くだけでなく丸い状態にします

メ
イ
ン
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ュ
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ッ
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で
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く
砕
か
れ
て

い
き
ま
す
。こ
こ
で
使
わ
れ
る
ハ
ン
マ
ー
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ル

と
い
う
機
械
も
自
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開
発
さ
れ
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も
の
で
、

た
く
さ
ん
の
ハ
ン
マ
ー
が
高
速
で
回
転
し
て

車
体
を
粉
々
に
砕
き
、同
時
に
砕
か
れ
た
金

属
資
源
等
の
素
材
を
一つ一つ
小
さ
く
丸
い

状
態
に
し
て
い
き
ま
す
。こ
う
す
る
こ
と
で

素
材
同
士
が
、か
ら
ま
り
に
く
く
な
り
、そ

の
後
の
分
別
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

破砕工場を案内してくれた青南商事の髙橋さん

ステップ 2 種類ごとに「分別・回収」
しゅ るい ぶん べつ かい しゅう

種類ごとに「分別・回収」

機械や人の手で資源が分別・回収され
たあとには、「シュレッダーダスト」と
いう、プラスチックやゴムなどのクズ
が残ります。これらはリサイクル施設に
運ばれ、ほとんどが熱源や土木工事な

どの原材料として
再利用されていま
す。このシュレッ
ダーダストの適正
な処理には費用が
かかるため、車の
ユーザーが支払っ
たリサイクル料金

が使われています。
　青南商事では、これらのシュレッダー
ダストを熱源として利用し、その熱エネ
ルギーを電力に変える「サーマルリサイ
クル施設」を早くから設け、つくった電
気は自社で使ったり電力会社に売ったり
して有効活用しています。

リサイクルまめちしき

「シュレッダーダスト」も
生かす！

シュレッダーダストを電力に！

残ったクズも
リサイクル
されているよ

サーマルリサイクル施設

性
質
を
利
用
し
て
分
別

金属資源等の素材ご
との分別は、まずそれ
ぞれの性質を利用し
て機械で行われます

　
機
械
で
分
別
さ
れ
た
金
属
資
源
等
の
品

質
を
さ
ら
に
高
め
る
の
が
、人
の
目
と
感
覚

に
よ
る
分
別
で
す
。青
南
商
事
で
は
、常
時

約
20
人
が
銅
や
ス
テ
ン
レ
ス
な
ど
、素
材
ご

と
に
７
本
に
分
か
れ
た
ラ
イ
ン
の
前
に
立

ち
、そ
の
ラ
イ
ン
を
流
れ
る
素
材
以
外
の
不

人
の
手
で

よ
り
純
度
を
高
く

機械による分別後、人の手でさらに不純物が取り除かれます

純
物
を
取
り
除
い
て
い
ま
す
。こ
う
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
の
機
械
や
熟
練
し
た
人
の

手
に
よ
り
品
質
を
高
め
る
こ
と
で
、資
源
に

も
どっ
た
鉄
が
再
び
自
動
車
に
使
わ
れ
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
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新車の説明も

ていねいに！

　
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
博
士
が
車
の
リ
サ
イ

ク
ル
現
場
を
た
ず
ね
る
シ
リ
ー
ズ
も
、い
よ
い

よ
第
２
部
が
ス
タ
ー
ト
。ク
ル
マ
の
リ
サ
イ
ク

ル
は
、さ
ま
ざ
ま
な
人
が
力
を
合
わ
せ
て
支

え
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。今
回
は
、車

を
買
っ
た
り
使
用
済
み
に
な
っ
た
車（
廃
車
）

を
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
た
り
す
る
自
動
車
販
売

店
で
す
。ユ
ー
ザ
ー
は
車
を
買
う
と
き
、車
を

使
い
終
わ
っ
た
後
に
き
ち
ん
と
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
る
た
め
に
必
要
な「
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
」を

支
払
い
ま
す
。で
は
、博
士
と
一
緒
に
、兵
庫

県
に
あ
る「
神
戸
マ
ツ
ダ
」の
取
り
組
み
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

クイズのこたえ  　。車を買うときに支払っているよ。

リ
サ
イ
ク
ル
の

か
け
は
し

販売事業者編
はん       ばい         じ　　  ぎょう　　 しゃ　　 

へん3

みんなが協力！車のリサイクル第2部
だい ぶ

きょうりょく くるま

1

社名：神戸マツダ
住所：本社（兵庫県神戸市）
　　神戸本店（兵庫県神戸市）

神戸マツダ
西脇 秀俊様

おたずねした会社

新車の販売やユーザーのサポートのほか、
地域貢献や環境保全などにも取り組んでいます

ホームページ：ht tps://www.mazda-hgr.co.jp/

リサイクルクイズ
ユーザーは車の「リサイクル料金」
をいつ払うでしょう？
買うとき 
売るとき
使い終わったとき

1
2
3

しゃ めい

じゅう しょ

こう　 べ

ほん   しゃ ひょう　ご　けん　こう　  べ　  し

かい   しゃ

こう　 べ　 ほん　てん ひょう　ご　 けん　こう　 べ　  し

しん しゃ

ち　いき こう けん かん きょう ほ  ぜん と く

はん ばい

こう　べ

にし わき ひで  とし さまくるま

はら

か

う

つか お

りょう きん

　
自
動
車
販
売
店
は
、車
を
売
る
だ
け
で

な
く
、ユ
ー
ザ
ー
と
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
つ

な
ぐ
窓
口
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。と
い
う
の

も
、車
が
使
用
済
み
に
な
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
る
と
き
、ユ
ー
ザ
ー
が
車
を
買
う
と
き

に
支
払
う「
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
」が
使
わ
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。

　
「
こ
れ
は
、車
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
わ
る
み

ん
な
で
役
割
分
担
す
る
仕
組
み
が
き
ち
ん

と
で
き
て
い
る
か
ら
、使
用
済
み
の
車
が
正

し
く
処
理
さ
れ
、リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
の
で

す
」と
、案
内
し
て
く
れ
た
西
脇
さ
ん
が
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
金

額
は
車
の
種
類
に
よ
っ
て
違
い
、普
通
車
で

１
万
円
〜
２
万
円
く
ら
い
で
す
。

ユ
ー
ザ
ー
が
支
え
る
大
切
な
仕
組
み

リサイクルは車を
買うときから

始まっているよ

リサイクル料金は
３物品の正しい処理

に使われるよ

リサイクル券を見ると、シュレッダーダスト、エアバッグ、

フロンそれぞれのリサイクル料金がわかるね

神戸マツダ神戸本店の店頭に立つ西脇さん。自動車販売店はリサイクルにも大きな役割を果たしているよ

ユーザーの大切な役割！
「リサイクル料金」

　
ユ
ー
ザ
ー
が
支
払
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

は
、専
門
の
技
術
が
必
要
な
３
物
品
の
処

理
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。３
物
品
と
は
、車

に
乗
っ
て
い
る
人
を
事
故
の
し
ょ
う
げ
き
か

ら
守
る「
エ
ア
バ
ッ
グ
」、オ
ゾ
ン
層
破
壊
や

地
球
温
暖
化
の
原
因
に
な
る
と
い
わ
れ
る

カ
ー
エ
ア
コ
ン
の「
フ
ロ
ン
ガ
ス
」、そ
し
て
、

使
用
済
み
の
車
か
ら
資
源
を
回
収
し
た
後

に
残
る「
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
」（
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク・ガ
ラ
ス・ゴ
ム
な
ど
の
破
片
）で
す
。

　
西
脇
さ
ん
は
、「
お
客
さ
ま
に
は
、お
預

か
り
し
た『
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
』が
使
用
済

引
き
継
が
れ
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
券
」

こ
れ
が
リ
サ
イ
ク
ル
券

サンプル

エコ活動も継続
神戸マツダでは、環境省の認証制度
である「エコアクション21」の活動に
取り組んでいます。具体的には、二
酸化炭素の排出量を減らすことや、
電気の使用量、産業廃棄物の排出
量、水の使用量を減らす、エアコンや
電気を朝いっせいにつけないなど、
さまざまな工夫を行っています。

ト  ピックス

ユーザーの大切な役割！
「リサイクル料金」

リサイクル料金
りょう きん

使い終わった後も
大事だね！

ユーザーにも大切な役割があるよ

リサイクル料金についての

説明も大切な仕事！

エ
ア
バ
ッ
グ
や
フ
ロ
ン
ガ
ス
を

正
し
く
処
理
す
る
た
め
に

エ
ア
バ
ッ
グ
や
フ
ロ
ン
ガ
ス
を

正
し
く
処
理
す
る
た
め
に

リサイクルへ橋渡し

ユーザーは、車を買うとき「リサイクル料金」
を支払うことに加え、使い終わった車を自動
車販売店などの引取事業者に引きわたすとい
う役割も担っています。ユーザーがきちんと
リサイクルのバトンを次につなぐことで正しい
リサイクルの流れが支えられているのです。

み
の
車
を
き
ち
ん
と
処
理
す
る
た
め
に
使

わ
れ
、地
球
環
境
を
守
る
た
め
に
生
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
ご
説
明
し
て
い
ま
す
」と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、ユ
ー
ザ
ー
が
車
を
手
放
し
た
場
合

は
、次
に
乗
る
人
が
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
相
当

額
を
支
払
う
た
め
、前
の
ユ
ー
ザ
ー
に
は
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
相
当
額
が
返
って
く
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。こ
う
し
て
、リ
サ
イ
ク
ル
料
金

を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る「
リ
サ
イ
ク

ル
券
」が
引
き
継
が
れ
、最
後
に
廃
車
に
なっ

て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
と
き
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
が
使
わ
れ
ま
す
。

販売店がつなぐ
正しい車のリサイクル

博士のまとめ博士のまとめ
はん　 ばい　てん

ただ くるま

はか  せはか  せ

使用済みの車がリサイクルされるとき、エ
アバッグなどが正しく処理されるのは、
ユーザーが支払った「リサイクル料金」が
正しく使われる仕組みができているから
なんだ。ユーザーも販売店の人がきちん
と説明してくれているから、安心して支払
えるね。神戸マツダが取り組むエコ活動
も、環境を守ることにつながっているよ。

エアバッグ フロンガス シュレッダーダスト
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ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い

ま
す
」と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、

整
備
の
際
に
出
た
金

属
類
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
な
ど
は
分
別
保

管
し
、専
門
の
事
業

者
に
引
き
取
り
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　
工
場
内
の
検
査
場
を
案
内
し
て
く
れ
た

向
原
工
場
長
は「
こ
こ
は
、車
の
ス
ピ
ー
ド

や
ブ
レ
ー
キ
、ラ
イ
ト
な
ど
を
調
べ
る
検
査

場
で
す
。今
行
っ
て
い
る
の
は
、夜
で
も
安

全
に
走
れ
る
よ
う
ラ
イ
ト
の
明
る
さ
や
向

き
を
調
整
し
て
い
ま
す
」と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。ま
た
、機
械
で
車
を
持
ち
上
げ
、下

か
ら
エ
ン
ジ
ン
を
点
検
し
て
い
た
整
備
士

の
近
藤
さ
ん
は
、「
車
は
皆
さ
ん
の
命
を
乗

せ
て
走
り
ま
す
か
ら
、毎
回
細
か
い
と
こ
ろ

ま
で
点
検
し
て
い
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。ほ
か
に
も
、エ
ン
ジ
ン
を
な
め
ら
か

に
動
か
す
オ
イ
ル
の
交
換
や
、ブ
レ
ー
キ
の

部
品
が
す
り
減
っ
て
い
な
い
か
な
ど
、外
か

ら
見
え
な
い
部
分
も
タ
イ
ヤ
を
外
し
て
点

検
し
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
整
備
工
場
で
は
、日
ご
ろ
か
ら

車
の
状
態
を
調
べ
、き
ち
ん
と
整
備
し
た

り
部
品
を
交
換
し
た
り
す
る
こ
と
で
、事

故
や
故
障
を
防
ぎ
、長
く
安
全
に
乗
れ
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。三
宅

社
長
は
、「
車
も
人
間
と
一
緒
で
、定
期
的

に
点
検・整
備
す
る
こ
と
で
健
康
を
保
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、お
客
さ
ま
に
は
車

に
負
担
の
少
な
い
運
転
な
ど
に
つ
い
て
も

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
、環
境
に
や
さ

し
く
価
格
に
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
こ
と
を
お
伝

え
す
る
と
、多
く
の
お

客
さ
ま
が
新
品
よ
り
も

そ
ち
ら
の
部
品
を
選
ば

れ
ま
す
」と
紹
介
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、日
ご
ろ
か
ら

ユ
ー
ザ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し

て
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
る
と
、そ
う
し
た

提
案
を
す
る
と
き
に
し
っ
か
り
話
を
聞
い

て
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
の
日

は
、向
原
工
場
長
が
こ
の
整
備
工
場
で
多

く
使
う
リ
サ
イ
ク
ル
部
品
に
つ
い
て
自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
博
士
に
説
明
し
、博
士
も

大
き
く
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

　
自
動
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、車
を
つ
く
る

人
、売
る
人
、部
品
や
資
源
を
再
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
人
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
人

が
力
を
合
わ
せ
て
支
え
て
い
ま
す
。中
で

も
、ユ
ー
ザ
ー
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て

い
る
の
が
、車
に
長
く
安
全
に
乗
れ
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
、リ
サ
イ
ク
ル
部
品
の
利
用
に

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
自
動
車

整
備
工
場
で
す
。そ
こ
で
今
回
は
、自
動
車

リ
サ
イ
ク
ル
博
士
と
一
緒
に
、岡
山
県
に
あ

る「
大
三
宅
自
動
車
サ
ー
ビ
ス
工
場
」を
た

ず
ね
、そ
の
取
り
組
み
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

整備事業者編4

愛
車
の
健
康
を

サ
ポ
ー
ト

みんなが協力！車のリサイクル第2部
だい ぶ

きょうりょく くるま

クイズのこたえ　 Ｃ。主なメリットは資源の有効利用や価格が安いことだよ。

社名：大三宅自動車サービス工場
住所：岡山県倉敷市

おたずねした会社

1954年に自動車整備業として創業し、
現在は乗用車の点検・整備と販売を
中心に行っています。

ホームページ：ht tps://oomiyake.com/

リサイクルクイズ
次のうちリサイクル部品を使う
メリットでないものは？

大三宅自動車
サービス工場
三宅 大樹 様

資源の有効利用
新品より低価格
洗車が楽になる

Ａ
Ｂ
Ｃ

しゃ めい

じゅう しょ

おお　 み　 やけ　 じ　 どう　しゃ

おか　やま   けん　くら　しき　 し

こう  じょう

ねん じ どうしゃせい びぎょう

げんざい じょうようしゃ

ちゅうしん おこな

てんけん せい び はんばい

そうぎょう

かい   しゃ

つぎ ぶ　ひん つか

し　げん

しん ぴん

せん しゃ らく

てい　か   かく

ゆう こう   り   よう

おお  み  やけ  じ  どう しゃ

み  やけ   だい  き さま

こうじょう

ユーザーは車を長く安全に使っていく
役割を担っており、それをしっかり支
え、リサイクル部品の利用も促進して
いるのが自動車整備工場なんだ。大三
宅自動車サービス工場では、ユーザー
とのコミュニケーションを大切にして信
頼関係を築き、たくさんのユーザーが
積極的に点検や整備を受けているよ。

点検・整備で
「長く安全に」を実現

博士のまとめ博士のまとめ
はか  せはか  せ

せい         び         じ　　   ぎょう　　しゃ　　 
へん

厳
し
い
目
で
車
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク

日ごろの整備が
故障や事故の防止に
つながるんだね！

ライトの明るさや向きを調べ、正しく調整する向原工場長

ラジエーター（エンジンを冷やす部品）

に水漏れがないかなど、

詳しく点検する近藤さん

長く安全に乗れるよう
プロが点検・整備

長く安全に乗れるよう
プロが点検・整備

大三宅自動車サービス工場の三宅大樹社長は、

「整備工場は車の健康を守るお医者さんで、リサイクル部品の利用も進めています」と紹介してくれました

　
自
動
車
整
備
工
場
で
は
、経
験
豊
か
な

整
備
士
の
知
識
や
技
術
に
加
え
、車
に
悪

い
と
こ
ろ
が
な
い
か
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活

用
し
て
故
障
診
断
な
ど
を
行
う
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。車
と
パ
ソ
コ
ン
を
つ
な
ぎ
、

専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
く
と
車

の
情
報
が
集
め
ら
れ
、悪
い
と
こ
ろ
が
な
い

か
チ
ェッ
ク
さ
れ
ま
す
。

　
「
た
と
え
ば
、走
行
中
に
エ
ン
ジ
ン
の
不
調

を
知
ら
せ
る
ラ
ン
プ
が
つ
い
た
お
客
さ
ま
が

来
た
と
き
も
、ど
こ
が
悪
い
か
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
教
え
て
く
れ
ま
す
」と
近
藤
さ
ん
が

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。確
か
な
整
備
の
経

験・技
術
に
加
え
、こ
う
し
た
先
進
技
術
も

積
極
的
に
取
り
入
れ
る
整
備
工
場
の
対
応

が
、ユ
ー
ザ
ー
の
安
全・安
心
を
支
え
て
い
る

の
で
す
ね
。

コンピューターを使った

故障診断を博士に説明

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
点
検
に
活
躍
！

点検・整備の
技術も進化
しているよ

多くのユーザーに
リサイクル部品が
選ばれているよ

　
大
三
宅
自
動
車
サ
ー
ビ
ス
工
場
で
は
、

１
年
間
に
３
０
０
０
台
以
上
の
車
の
点
検

や
整
備
、部
品
交
換
、修
理
な
ど
を
行
い
、

そ
の
中
で
リ
サ
イ
ク
ル
部
品
の
利
用
と
い

う
大
切
な
役
割
も
担
っ 

て
い
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
部
品
に
は
、使
用
済
み
の

車
か
ら
取
り
は
ず
し
た
ま
だ
使
え
る
部
品

を
、し
っ
か
り
検
査
し
て
再
利
用
す
る「
リ

ユ
ー
ス
部
品
」と
、取
り
は
ず
し
た
部
品
の

構
成
部
品
の
中
で
、交
換
が
必
要
な
も
の

を
新
品
に
か
え
て
再
び
組
み
立
て
た「
リ

ビ
ル
ト
部
品
」が
あ
り
ま
す
。三
宅
社
長

は
、「
リ
ユ
ー
ス
部
品
や
リ
ビ
ル
ト
部
品
に

環
境
に
や
さ
し
く
価
格
も
魅
力
！

リサイクル部品に関する

向原工場長の説明に博士も納得！

これは動力を車輪に伝えるドライブシャフトのリサイクル部品

ゴミの削減と資源の有効利用に貢献！
リサイクル部品を利用して

ゴミの削減と資源の有効利用に貢献！

整備の豊かな経験・知識に
先進の技術もプラス！

整備の豊かな経験・知識に
先進の技術もプラス！

Ｃ
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自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
博
士
が
車
の
リ
サ
イ

ク
ル
現
場
を
た
ず
ね
る
第
５
回
は
、車
の
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
会
場
で
す
。こ
こ
で
は
、売
り
た
い

人
と
買
い
た
い
人
を
結
ん
で
、車
が
長
く
乗
り

つ
が
れ
る
リ
ユ
ー
ス（
再
利
用
）促
進
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、新
し
い
ユ
ー

ザ
ー
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
引
き
つ
ぎ
も

行
っ
て
い
ま
す
。で
は
、実
際
に
、ど
の
よ
う
な

仕
組
み
や
流
れ
で
車
の
売
買
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。博
士
と
一
緒
に
、長
野
県
に

あ
る「
Ｊ
Ｕ
長
野
」の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
場
を

見
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

クイズのこたえ 

オークション会場編5

車
の
再
利
用
を

あ
と
押
し

　
車
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、Ｊ
Ｕ

長
野
の
羽
生
田
専
務
理
事
は「
車
が
長

く
乗
り
つ
が
れ
る
た
め
に
不
可
欠
な
仕

組
み
で
あ
り
、限
り
あ
る
資
源
を
大
切

に
使
う
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ｕ
長
野
で
は
、そ
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

を
毎
週
火
曜
日
に
行
っ
て
お
り
、案
内

し
て
く
れ
た
大
和
さ
ん
は
、「
ま
ず
出
品

買
い
た
い
人
へ
正
確
な
情
報
を
！

広々としたオークション会場を案内してくれた鈴木さん

　
Ｊ
Ｕ
長
野
で
は
、リ

サ
イ
ク
ル
料
金
の
引

き
つ
ぎ
も
お
手
伝
い

し
て
い
ま
す
。リ
サ
イ

ク
ル
料
金
は
、使
用

済
み
の
車
が
適
切
に

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る

た
め
に
必
要
な
費
用

と
し
て
、新
車
の
購

入
時
に
ユ
ー
ザ
ー
が

支
払
う
も
の
で
す
。

中
古
車
と
し
て
売
買

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は

次
の
ユ
ー
ザ
ー
へ

さ
れ
る
場
合
に
は
、そ
の
車
を
買
っ
た

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
売
っ
た
ユ
ー
ザ
ー
へ
と
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
相
当
額
が
支
払
わ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
引

き
つ
が
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

そ
こ
で
、Ｊ
Ｕ
長
野
で
は
、オ
ー
ク
シ
ョ

ン
に
出
さ
れ
る
全
て
の
車
に
リ
サ
イ
ク

ル
料
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
ま
す
。車
の
売
買
が
成
立
す

る
と
、車
を
買
う
人
か
ら
車
の
代
金
と

一
緒
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
相
当
額
を
あ

ず
か
り
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
あ
ず
か
っ

た
車
の
代
金
と

リ
サ
イ
ク
ル
料

金
相
当
額
を
車

を
売
っ
た
ユ
ー

ザ
ー
に
支
払
い

ま
す
。こ
の
よ
う

に
車
が
長
く
乗

り
つ
が
れ
る
た
め

の
仕
組
み
を
運

営
し
て
い
ま
す
。

リサイクル料金が記載された出品申込書

出品される車は、

細かなところまできびしくチェック

リサイクル料金の
やり取りも
お手伝い！

いちばん高い
金額の人が買える

仕組みだよ

みんなが協力！車のリサイクル第2部
だい ぶ

きょうりょく くるま

かい じょう
へん

社名：ＪＵ長野
　   （長野県中古自動車販売商工組合）
住所：長野県塩尻市

おたずねしたところ

オークションをとおして車の再利用を促進
しているほか、交通遺児支援なども行っています

ホームページ：ht tp://www.junagano.or.jp/

リサイクルクイズ
オークションで車を買った人は
前のユーザーが「リサイクル料金」を
支払っているので、自分はリサイクル
のための費用を負担しなくてもいい。

○か×か？

ＪＵ長野
大和 渡 部長

しゃ めい

じゅう しょ

なが　 の

なが　 の　 けん しお   じり　 し

なが の　けんちゅう こ　じ  どう しゃ はん ばいしょうこう くみ あい

くるま さい  り　よう

こう つう　い　じ　 し　えん おこな

そく しん

なが  の

おお  わ わたる ぶ ちょう

くるま

まえ

し はら

ひ   よう ふ  たん

じ ぶん

りょうきん

か ひと

ステップ１出品される車を  すみずみまでチェック出品される車を  すみずみまでチェック
しゅっ ぴん くるま

さ
れ
る
車
が
持
ち
込

ま
れ
る
と
、修
理
し

た
あ
と
や
キ
ズ
が
な

い
か
な
ど
、検
査
員

が
す
み
ず
み
ま
で
き

び
し
く
チ
ェッ
ク
し
、

適
正
な
価
格
で
取
り

引
き
さ
れ
る
よ
う
に
評
価
を
付
け
て
い

き
ま
す
」と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

検
査
が
終
わ
る
と
、次
に
車
の
前
と

後
ろ
か
ら
、さ
ら
に
車
内
の
様
子
も
撮

影
し
ま
す
。「
車
を
買
い
た
い
人
に
と
っ
て

画
像
は
大
事
な
情
報
に
な
り
ま
す
か

ら
、そ
の
車
の
あ
り
の
ま
ま
を
伝
え
ら
れ

る
よ
う
常
に
心
が
け
て
い
ま
す
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
う
し
た
出
品
車
の
評
価

や
画
像
は
、オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の

参
加
者
が
見
る
こ
と
の
で
き
る

専
用
の
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
、

事
前
に
買
い
た
い
車
を
決
め
る

と
き
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

まず出品車の
状態を検査し
写真もとるよ

車の前後に加え車内も撮影

会場の駐車場にずらりと並んだ出品車

売りたい人と買いたい人を
オークションが結ぶ！

ステップ２
ひと

むす

ひとかう

　
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
場
で
は
、開
始
と
と

も
に
出
品
車
の
評
価
と
画
像
が
画
面
に

映
し
出
さ
れ
、金
額
が
上
昇
し
て
い
き
ま

す
。「
そ
し
て
、自
分
が
買
い
た
い
車
が
出

て
き
た
ら
、払
っ
て
も
い
い
金
額
の
間
は

ボ
タ
ン
を
押
し
続
け
、い
ち
ば
ん
高
い
金

額
ま
で
押
し
続
け
て
い
た
人
に
買
う
権

利
が
与
え
ら
れ
ま
す
」と
、大
和
さ
ん
が

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
は
会
場
に
来

る
だ
け
で
な
く
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
全
国
か
ら
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
、「
昨
年
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で

落
札
し
た（
買
う
権
利
を
得
た
）人
の
割

合
は
約
25
％
で
、４
分
の
１
を
占
め
ま
し

た
」と
い
う
こ
と
で
す
。

　
Ｊ
Ｕ
長
野
で
は
、１
年
間
で
47
回
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、年
間
で
約
１
万
９

リ
ユ
ー
ス
促
進
に
大
き
な
役
割

ステップ３「リサイクル料金」は　買った人にバトンタッチ「リサイクル料金」は　買った人にバトンタッチ

車を売ったときのリサイクル料金の流れ

前の
ユーザー
（売る人）

くるま う りょう きん なが

かね

まえ

う ひと

つぎ

オークション会場

車のお金

車を購入

車のお金

車を出品

リサイクル券

リサイクル料金

くるま しゅっぴん

くるま かね くるま

けん

りょう きん

かい じょう

くるま こうにゅう

次の
ユーザー
（買う人）

か ひと

０
０
０
台
、１
回
の
平
均
で
約
４
１
０
台

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
う
ち
成
約

（
売
買
が
成
立
し
た
）台
数
は
約
７
５

０
０
台
と
な
っ
て
お
り
、車
が
長

く
乗
り
つ
が
れ
る
こ
と
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

資源保護にも役立つ
車のリユース

博士のまとめ博士のまとめ
はか  せはか  せ

車が中古車として長く乗りつが
れることは、限りある資源を大
切に使うことにつながっている
ね。車を売りたい人と買いたい人
を結ぶオークション会場は、そ
うしたリユースを進める上で欠か
せない場になっているんだよ。

×。買った人は売った人にリサイクル料金に相当する金額を支払うよ。
こうしてリサイクルの費用は引きつがれ、廃車になった時の持ち主が負担するんだ。

売りたい人と買いたい人を
オークションが結ぶ！

雪国ならでは
冬に雪の多い長野県では、雪
道をより安定して走れる４ＷＤ
車（４輪駆動車）が、オークショ
ンでも比較的高い金額で売買
されるそうです。車のオーク
ションには、そうした地域によ
る違いもあるんですね。

ト  ピックス
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自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
博
士
が
車
の
リ
サ
イ

ク
ル
現
場
を
た
ず
ね
る
第
６
回
は
、車
を
つ
く

る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
す
。１
台
に
２
〜
３
万

点
も
の
部
品
が
あ
る
車
に
は
、鉄
や
銅
、ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
た
く
さ
ん
の
資
源
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
で

は
、新
し
い
車
を
つ
く
り
始
め
る
と
き
か
ら
、

使
用
後
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。そ
れ
で
は
、博
士
と一緒

に
愛
知
県
に
あ
る
三
菱
自
動
車
の
生
産
工
場

を
た
ず
ね
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

製造事業者編6

使
用
後
を
考
え

車
を
開
発

みんなが協力！車のリサイクル第2部
だい ぶ

きょうりょく くるま

クイズのこたえ  　　。タイヤの泥よけなどにリサイクルされているよ。

せい       ぞう         じ　　  ぎょう　　しゃ　　 
へん

社名：三菱自動車
住所：本社（東京都港区）
　  岡崎製作所（愛知県岡崎市）

おたずねした会社

日本で最初に大量生産の車をつくった歴史があり、
国内外で車の生産を行っています。

ホームページ：ht tps://www.mitsubishi -motors .co.jp/

リサイクルクイズ
使用済みの車のバンパーは、
もう一度、車の部品に
リサイクルできる。

三菱自動車
藤井 勝利 様

○か×か？

ふじ  い かつ とし

にっぽん

こく ない がい くるま せい さん おこな

さい しょ たいりょうせい さん くるま れき　し

しゃ めい

じゅう しょ

みつ   びし　 じ　 どう　しゃ

ほん　しゃ

おか　ざき   せい   さく　じょ あい　 ち　 けん　おか　ざき　 し

とう  きょう   と　みなと　く

かい   しゃ

し   よう　ず くるま

いち　ど くるま ぶ　ひん

みつ びし じ  どう  しゃ

さま

　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
は
、新
し
い
車
の
設
計・

開
発
を
は
じ
め
る
段
階
か
ら
、リ
サ
イ
ク
ル
へ

の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。今
回

た
ず
ね
た
三
菱
自
動
車
で
も
、部
品
の
再
利
用

や
素
材
の
再
生
利
用
に
向
け
た
積
極
的
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、運
転
席
の
パ
ネ
ル
や
バ
ン
パ
ー
を

取
り
は
ず
し
や
す
く
し
た
り
、電
子
機
器
な
ど

に
電
気
や
信
号
を
送
る
ワ
イ
ヤ
ー
・ハ
ー
ネ
ス

が
解
体
時
に
き
れ
い
に
は
が
れ
る
よ
う
に
す
る

工
夫
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。車
に
は
た
く
さ

ん
の
素
材
が
使
わ
れ
て
お
り
、こ
う
し
て
素
材

ご
と
に
分
け
て
取
り
は
ず
せ
れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

バ
ン
パ
ー
や
電
線
も
解
体
し
や
す
く

きれいに
取りはずせれば

リサイクル
しやすいね！

取りはずしやすさや
使う素材にも工夫

生産工場でもリサイクルへの積極的な取り組みが行われています

ペットボトルも
車の部品に！

皆さんに身近なペットボトルも、車の部
品にリサイクルされています。たとえば、エ
ンジンをなめらかに動かすためのオイルの
量が正しいか確認する、目盛りのついた
部品（エンジンオイルレベルゲージ）の
取っ手にリサイクルされているそうです。

ト  ピックス

エンジンオイル

レベルゲージの取っ手

使用済みの車のリサイクル率が高まっ
ている理由の一つには、車をつくる自
動車メーカーが、設計や開発の段階か
らさまざまに取り組んでいることが役
立っているんだね。三菱自動車では、
新しい車を開発するとき、どれくらい
リサイクル材を使うか、目標を決めて
取り組む活動を続けているんだよ。

リサイクルを支える
メーカーの工夫

博士のまとめ博士のまとめ
はか  せはか  せ

　
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
車
を
つ
く
る
た
め
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
は
素
材
選
び
に
も
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。そ
の
一つ
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で

す
。プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
が
あ
り
、「
そ
の
中
で
も
、熱
を
加
え
る
と
や

わ
ら
か
く
な
っ
て
繰
り
返
し
使
え
る
、『
熱
可

塑
性
樹
脂
』と
い
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
あ
り
、そ

れ
を
車
の
外
側
や
車
内
の
部
品
に
も
多
く
使

う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」と
、三
菱
自
動
車
の

藤
井
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。こ
う
し

て
、車
の
バ
ン
パ
ー
も
タ
イ
ヤ
の
泥
よ
け
な
ど

に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、取
り
は
ず
し
た
部
品
の
素
材
の
種
類

が
ひ
と
目
で
わ
か
る
よ
う
、た
と
え
ば
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
に
は「
Ｐ
Ｐ（
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
）」な
ど

の
表
示
を
し
て
い
ま
す
。こ
う
す
る
こ
と
で
、素

材
の
種
類
ご
と
に
分
別
で
き
リ
サ
イ
ク
ル
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

「エクリプス クロス」

熱可塑性樹脂の主な採用箇所

プラスチック素材も
熱でやわらかくなるものを

車
の
外
側
や
車
内
の
部
品
に
再
生
！

素材の種類が
わかる表示も
しているよ

　
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取
り
組
み
は
、車
の
生
産

工
場
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。三
菱
自
動
車
で

も
資
源
を
大
切
に
使
う
た
め
、「
車
を
つ
く
る

と
き
に
出
る
材
料
の
切
れ
は
し
の
鉄
ク
ズ
や

ガ
ラ
ス
ク
ズ
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ク
ズ
な
ど
を
も

う
一
度
資
源
と
し
て
活
用
し
、工
場
か
ら
出
る

ゴ
ミ
の
約
99
％
を
再
資
源
化
し
て
い
ま
す
」

と
、藤
井
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、工
場
内
で
部
品
を
運
ぶ
と
き
、電
気

自
動
車
を
使
っ
て
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
を
少
な
く
し

た
り
、工
場
か
ら
出
る
排
水
や
排
出
ガ
ス
を
き

れ
い
に
処
理
す
る
装
置
を
使
っ
た
り
し
て
い
る

そ
う
で
す
。そ
の
ほ
か
、工
場
の
屋
根
に
太
陽

光
発
電
の
パ
ネ
ル
を
つ
け
る
な
ど
、省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

材
料
の
切
れ
は
し
も
リ
サ
イ
ク
ル

生
産
工
場
で
も
資
源
節
約
や

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
！

生
産
工
場
で
も
資
源
節
約
や

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
！

生産工場では資源を大切にするとともに、

環境にも気を配っています

工場から出る
ゴミを減らし、
排水もきれいに！

たくさんの素材が使われる車のリサイクルでは、

部品の取りはずしやすさが大切です

取りはずしやすさや
使う素材にも工夫

プラスチック素材も
熱でやわらかくなるものを

生
産
工
場
で
も
資
源
節
約
や

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
！
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リサイクル博士リサイクル博士の 教室わ わく く

6枚の写真は、車のリサイクルをする工場、お店の写真だよ！
それぞれ何編にでてくるか当ててみてね

クイズに答えて、博士からのメッセージを完成させよう！
問題の答えを、ますに埋めていってね！ 色の付いた言葉を並べかえると？

1415

色のついた言葉を並べかえてみよう！

答えは最後のページで

車はつくるときからリサイクルのことを考え、
まだ使える部品が再利用されたり、もう一度資
源に生まれかわったりしているんだね。それで
は、みんなはどれくらいリサイクルについて学ん
だかな？ 博士の難問にチャレンジしてみよう！

丁寧な整備で
ライトやブレーキの

部品も一緒に
点検するよ！

お い ？

か い ？ こ う じ ょ うた

お ー し ょ ん？

は ？ い

？ ゆ す ぶ ひ んー

今までのページを
振り返って
みよう

写真を見ただけで
ピンと来たら
すごい！

二つの
シュレッダーを
使うんだったね

エンジンをなめらかに
動かすため整備工場で
交換するのは？

使用済みになった車が
最初に運ばれてくる
場所は？

車を売りたい人と
買いたい人が集まって
売買する仕組みは？

プレス機で
ペシャンコにした車体を
細かく砕く工程は？

使用済みの車から
取り外して
再利用される部品は？

Q.2

Q.3

Q.4

Q.5

Q.1

博士博士リサイクル の 教室わ わく く
穴埋めクイズ写真クイズ

フロンガスがもれないよう、
細心の注意で回収

ヒント

細かくなった素材を人の手でも分別！ ヒント

ヒント

コンピューターで故障診断を
しているところだね！

ヒント

出品される車をくまなくチェックヒント

車を売る際にリサイクル料金に
ついて説明

ヒント

1
2

3
4

5
6

資源を大切にして車を作っているよ！

くるま

つか ぶ  ひん

げん う

さい   り  よう いち  ど　 し

はか  せ なん もん

まな

かんがきょうせはか しつ

あな

こた

もん だい

うご

こう かん

し　よう　ず

さい しょ

ば　しょ

はこ

くるま

くるま

くるま

き

しゃ たい

こま

し　よう　ず

さい  り　よう ぶ　ひん

いろ こと　  ば なら

と はず

くだ こう てい

ひとう

ひと あつか

ばい ばい し　 く

せい  び　こう じょう

こた いろ こと   ば なら

ていねい

ぶ ひん

てんけん

ふた

つか

いっしょ

せい び

つう

はか  せ かん せい

うしゃ

まい しゃ  しん くるま

なに へん

全部わかったキミもリサイクル博士だね！
おうちの人やともだちにキミがクイズを出してみよう！

ぜん  ぶ

ひと だ

はか せ

あ

こう じょう みせ しゃ  しん　

しん

いま

ふ かえ

しゃしん み

き

こた さい　ご

さいしん

しゅっぴん

し  げん たいせつ くるま

くるま さい りょうきん

せつめい

う

つく

くるま

こま そ ざい ひと て ぶんべつ

ちゅうい こ しょうしんだん
かいしゅう
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自動車リサイクルタウンへ

行ってみよう！！

https://www.jarc.or.jp/recycletown/
自動車リサイクルタウンはコチラ
じ どう しゃ

全国の小学生が応募してくれた、
クルマのリサイクル作品コンクール
の受賞作品が見られるよ！

美術館
び　 じゅつ   かん

工場見学の動画が
見られるよ！

工場
こう   じょう

クルマのリサイクルについて
博士からのクイズに挑戦！

チャレンジの館
やかた

ようこそ！クルマのリサイク
ルについて、この本を読んで
たくさん知ってくれたかな？
リサイクルタウンでは、リサ
イクルの現場を体験できる
ツアー、クイズやコンクール
作品などさらに詳しいコン
テンツが楽しめるよ！ぜひ

HPから探索してね！

じ どう しゃ

ほん

げん  ば たいけん

さくひん くわ

たの

たんさく

よ

し

い

こうじょうけんがく ぜんこく しょうがくせい おう ぼ

さくひん はか せ ちょうせん

じゅしょうさくひん み

み

どう  が
お問い合わせ

未来の地球のために！
進め！ くるまのリサイクル
令和4年4月発行
発行所：公益財団法人 自動車リサイクル促進センター

自動車リサイクル全般
自動車リサイクルに関するお問い合わせはこちら

二輪車リサイクル全般
二輪車リサイクルに関するお問い合わせはこちら

［受付時間］9:00～18:00 ※土日祝日・年末年始等を除く
0 5 0 - 3 7 8 6 - 7 7 5 5

［受付時間］9:30～17:00 ※土日祝日・年末年始等を除く
050 - 3 000 - 0 727

リサイクル博士のわくわく教室 答え
こたはか せ きょう しつ

穴埋めクイズ写真クイズ

Q.1

Q.2

Q.3

Q.4

Q.5

お い る

か い い こ う じ ょ うた

お ー し ょ んく

は さ い

り ゆ す ぶ ひ んー

色のついた文字を並び替えると……

り い く るさ

いろ も じ なら か

解体事業者編1
かい たい  じ ぎょう しゃ へん

あな うしゃ しん

破砕事業者編4
は  さい  じ  ぎょう しゃ へん

販売事業者編6
はん ばい  じ ぎょうしゃ へん

整備事業者編2
せい   び   じ  ぎょうしゃ へん

製造事業者編5
せい ぞう  じ ぎょう しゃ へん

オークション会場編3
かいじょうへん

みんな！

車のリサイクルについてわかったかな？

街を走るかっこいい車は、

使い終わった後も環境のために

たくさんの人の手でリサイクルされているんだ。

次に車に乗ったら、

今回学んだことを思い出してほしいな！

くるま

まち

つか お あと かんきょう

て

こん かい まな

ひと

おも だ

はし くるま

くるまつぎ の
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製造

販売

解体

オークション

整備

破砕
は さい

かいたい

せい ぞう

せい  び

はんばい


	JARC_p04_05_vol2_0401.pdf
	JARC_p02_03_vol1_0404_ol.pdf
	JARC_p06_07_vol3_0401.pdf
	JARC_sasshi_0404_WEB.pdf
	JARC_kannon_1.pdf
	JARC_kannon_2.pdf
	JARC_kannon_ura_1.pdf
	JARC_kannon_ura_0401.pdf
	JARC_p02_03_vol1_0404_ol.pdf
	JARC_p04_05_vol2_0401.pdf
	JARC_p06_07_vol3_0401.pdf
	JARC_p8_9_vol4_0401_.pdf
	JARC_p10_11_vol5_0401.pdf
	JARC_p12_13_vol6_0330.pdf
	JARC_p16_0330.pdf
	JARC_kannon_ura.pdf




